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　令和６年度より大田区スポーツ推進委員協議会会長を務めさせて頂きます。 
　今年はオリンピック・パラリンピックイヤーで、スポーツへの関心・機運が高まっ
ています。また来年はデフリンピックが東京で開催予定で、大田区でもビーチバ
レーとバスケットボールが行われます。 
　スポーツ推進委員は各地域より選出されている特色を生かし、スポーツ習慣の
定着のきっかけ作りと、スポーツを起点とした地域コミュニティの活性化を基本
理念として活動しています。大田区スポーツ健康都市宣言に掲げる「する」「見
る」「支える」スポーツに加え、大田区スポーツ協会、大田区スポーツ推進委員
も運営に関わっている総合型地域スポーツクラブと区民を「つなげる」スポーツ、自治会町会や青少年
対策地区委員会を通じて高齢者や子ども達と「よりそう」スポーツを念頭に活動していきます。区民の
皆様への運動機会の提供や、スポーツをきっかけにした仲間づくりに貢献できれば幸いです。

大田区スポーツ推進課 課長 千葉茂樹 あいさつ
　スポーツ推進委員の皆様には、区のスポーツ事業の推進にご理解と多大なるご
尽力を賜り、深く感謝申し上げます。 
　３月末で退任された永久保前会長を始めとする７名の委員の皆様、本当にお疲
れさまでした。これまでのご活躍に心より感謝を申し上げます。今年度は、新型
コロナの５類移行により、年度当初から通常運転での事業運営となりました。 
５月のOTAウォーキングでは、過去最多の487名の参加となり区民の皆様に喜ん
で頂けていると感じております。6月の宿泊研修に同行し、委員の皆様の向上心
の高さ、内に秘めた熱い思いを感じるなど、たくさんの刺激を受けることができました。 
　引き続き、区民の皆様が気軽にスポーツに触れ、楽しみ、心身ともに健康でいられるように、一緒に
取り組んで行けたらと考えています。スポーツ推進課職員とともに精一杯努めてまいりますので、どう
ぞよろしくお願いいたします。

令和6年度 合同発令式 (令和6年4月2日 大田区役所本庁舎)

　令和 6・7年度の発令式が青少年委員の皆様と合同で行われました。今期から4人の新任委員を迎え
48人でのスタートになります。活動も多く忙しくなりますが頑張っていきたいと思います。



 
おおたランニングフェスティバル2024 (令和6年2月17日 大田スタジアム)

　スポーツ推進委員はグランド内でボッチャ、キンボール、モルック、Baseball5、グラウンドゴルフ、
大田っ子体操、ストラックアウト、ラダーゲッターのブースを担当しました。 
　スポーツ推進委員も5名のランニングチームを作り、リレーマラソンに参加し完走しました。次回も
ますます盛り上がるよう協力していきたいと思います。

　5年ぶりの開催でした
が、各会場とも趣向をこら
した子どもも大人も楽しめ
る内容でした。スポーツ推
進委員は運営、大田っ子体
操の指導・ボッチャ・モルッ
ク等のスポーツ体験コー
ナーを担当しました。

第73回大田区子どもガーデンパーティー (令和6年4月28日 区内10会場)

第17回OTAウォーキング (令和6年5月12日)

　今回のコースは「大森グリーンベ
ルト―旧六郷用水―田園調布せせら
ぎ公園」でした。グループ単位で準
備体操を行った後、順次出発しまし
た。天気にも恵まれ、途中、新緑、
竹林、鯉、亀、鴨を眺めながらの
ウォーキングでした。今回は過去最
多の487名が参加しました。

関東スポーツ推進委員研究大会 (令和6年6月7, 8日 千葉県成田市)

　千葉県成田市で開催された関東大会に参加
しました。「世代を超えスポーツで見つけよ
う！私たちの未来そして夢」をテーマに陸上
オリンピックメダリストの生涯に渡るスポー
ツへの関わりの話や親子2代の大学教授によ
る高齢者向け健康・体力作りを体験して来ま
した。



 
大田区スポーツ推進委員宿泊研修 (令和6年6月15,16日 大田区立伊豆高原学園)

１日目　城ヶ崎自然研究路でのハイキング・引率研修でした。 
２日目　ファーストエイド(応急手当て)研修とボッチャ研修でした。ボッチャ研修は審判としての役割や
心得の強化を目的とした内容でした。２日間を通して、研修や体験により、インプットだけでなくアウ
トプットの機会を増やしていくことが大切だと学びました。

第11回おおたスポーツ健康フェスタ (令和6年7月20日 大森スポーツセンター)

　今年度はフィットネスモデルの宮河マヤさんら2名のスペシャルゲストを迎え、トークショーや体験会
を実施。スポーツ推進委員はスポーツビュッフェコーナー (モルック、ボッチャ、足ツボPK、スラック
ライン)と各種プログラム（カキラ、スロージョギング、ダブルダッチ、ダンス、健康体操、講演会)を担
当。はねぴょんとオーちゃんの撮影コーナーも設け、多くの家族連れで賑わいました。

ボッチャ研修 (令和6年8月1日 御園中学校体育館)

　今回は研修目的を『出張所ボッチャ・地
区ボッチャでの運営や進行及び初めてボッ
チャをプレーする方々への簡単なルール説
明の仕方』とし、宿泊研修の振り返り・ルー
ルの変更点・コールの確認・審判の所作等
の復習を含めた研修を行いました。

わくわくサマースクール (令和6年夏休み 区内10校で実施)

　大田区ではボッチャが浸透して
きたようで、やったことある人!?
と、問いかけると多くの児童が手
を挙げるようになってきました。 
未経験の児童にも教え合ってゲー
ムを進めていました。終了時には
全員が笑顔で楽しかったと言って
いました。



スポーツ推進委員の活動については大
田区区民活動サイト「オーちゃんネッ
ト」をご覧下さい。

https://www.kyoudou.city.ota.tokyo.jp/
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編集後記：ここに掲載した以外にも紹介しきれていない
活動がまだまだあります。引き続きご支援のほど、よろ
しくお願いいたします。

スポーツ推進委員協議会 広報部

令和6年度 東京都スポーツ推進委員広域地区別研修会(第3ブロック) 
(令和6年9月7日 めぐろパーシモンホール・目黒区立八雲体育館)

　「共生社会におけるスポーツの推進と普及を目指して～誰もが
スポーツを楽しみ続けるために～」をテーマに、基調講演は
「パラバレーボール（座位）の現状とこれから」(講師：日本パ
ラバレーボール協会副会長の竹田 賢二氏)でした。 
　パラリンピック種目でもあるパラバレーボール（シッティング
バレーボール）は、床に臀部（でんぶ）の一部が接触した状態
でプレーするチーム競技で、一般のバレーボールよりもネットの
高さを低くし、狭いコートで行います。ルールは６人制バレー
ボールとほぼ同じです。1956年に戦争で負傷した人によって考
案された歴史がありますが、国内では現在、健常者の人たちも
楽しめるスポーツとして普及が期待されています。

第77回大田区民スポーツ大会 総合開会式 (令和6年9月8日 大森スポーツセンター)

　大田区スポーツ協会の加盟51団体のうち42団
体、約260名が参加。オープニングは民踊、
フォークダンス、バトントワリングの演技が行わ
れました。 
　スポーツ推進委員は、選手の誘導・会場警備な
どを行い、無事に終える事が出来ました。 

スポーツバイキング (令和6年9月8日 大森スポーツセンター)

　スポーツ協会主催で、フロアホッ
ケー、新体操、ソフティテニス、モルッ
ク、ボッチャの中から３つ選んで体験す
るイベントでした。スポーツ推進委員は
ボッチャを担当し、約70名の方々が参
加し大盛況でした。


